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 本論文は、物体に接触する音を活用したリズム表現の可能性と、規則的な拍を意識せずに入

力した音によって構築される音のリズム表現の可能性を、サウンド・インスタレーションの体

験を通して提案し、論じるものである。 

 本研究において、3 つのサウンド・インスタレーション作品群「サイクル•オブ•タッチ Cycle 

of Touch」「ホップ•ステップ•ジャンク Hop Step Junk」「サウンド•ローズ Sound Rose」を実

践的に制作し、展示発表を行なった。これらの作品群は、いずれも人間が物に「触る」、「叩く」、

「足踏みする」等の身体動作が発生する微小な接触音を録音し、反復再生を行なうプロセスを

実現するシステムを有する。そのプロセスにより、人間が意図せずに物体へ接触した音も、音

のリズム表現のための素材として活用される。 

 音の表現を考える時、我々は一般的に音楽を意識することが多い。そして、特に西洋文化の

影響を強く受けた現代社会では、音楽には音の送り手と受け手が存在し、音の送り手は特殊な

音楽的表現能力を持っている人間に限られるという概念が根強く存在している。一方で、音の

受け手はその音の表現をただ享受する立場にあり、自らが音を生み出す必要性はない。また、

そこでは音楽の創造に使用可能な音は、響きが「美的か否か」という主観的な判断基準によっ

て選別された「楽音」に限定されている。リズムに関して言えば、伝統的西洋音楽の演奏では

テンポを保ち、楽譜に忠実な「美的な」音響の創造と再現を行なうために、規則的な拍、およ

び細分化された一定間隔の拍を根底に強く意識する必要がある。実際に、これらの音楽の送り
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手となるためには楽器の演奏や歌唱等の技術が不可欠であり、その技術の習得のために専門的

な訓練が必要となる。もちろん、訓練を経た演奏者が「美的な」音響を有する音楽を創造する

事実とその発展は尊重されるべきものである。しかし、一方でその専門的訓練とそれに関連す

る価値観の存在ゆえに、音の表現を試みることに躊躇する人々も多く、誰もが簡単に音の表現

を試みることが容易ではないという一面も存在する。 

 世界的な視座で見た場合、音の送り手と受け手の区別や美的な音響を始めとする上記の考え

方とは異なる考え方に基づいた音楽が存在する。例えば、共同体社会においては「人間は誰で

も音楽的能力を有する」という考えの下、共同体のメンバー全員が祝祭や儀式等の音楽の創造

に参加することが自然とされている。また、音の美的な響きやハーモニーの結果に重点を置か

ずに、音が発生するまでのプロセスを偶発性も含めて設計することを作曲行為とみなし、その

プロセスを遂行することを演奏と捉えて価値を置く実験音楽の流れも存在する。そのような状

況下において、従来の音楽の価値観とは異なるこれらの考え方と音の表現に触れることによっ

て、それまで躊躇していた人々が音の表現に対してより自由度を感じる可能性を模索すること

は大きな意義がある。それは音に対する価値観を拡大することによって、自ら音の表現の発信

者に転ずる可能性に他ならない。 

 本研究では、この音の送り手と受け手の構図や特定の演奏技術の有無を前提としない音の表

現を生み出すプロセスについて検討した。その結果、コンピュータ・テクノロジーの援用によ

るサウンド・インスタレーションの体験という手法に到達した。そして、以下の要素を実現す

ることによって、作品群の体験者が自らの身体動作が音のリズム表現を創造する可能性を含ん

でいることに対して意識的になる契機を提供することが可能になると考えている。 

 

1) 音の表現の送り手と受け手の境界線の解消 

2) 身体動作の接触音によるリズム表現 

3) 正確な拍を意識しない入力音によるリズム表現 

 

 本研究の作品群では、音響を創造する人間と聴く人間が同一である状態となり、楽器から発

する美的な響きの「楽音」ではなく物体に接触する音「具体音」を用いている。具体音を使用

する理由は、体験者の身体動作が直接発する音を用いることによって出力音と体験者の関連性

を容易に認識できるようにするためである。 

 これは特徴の 1)及び 2)を満たしている。具体音を用いた音楽表現としてピエール・シェフェ

ールに端を発した具体音楽が存在するが、それは音楽スタジオで綿密に構築された音楽作品で

あり、作曲者やエンジニア、すなわち音の送り手からの表現に留まっているものであった。本

研究のサウンド・インスタレーション作品群では、体験者が自身の身体動作によって具体音の
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音響表現を即時に構築することが可能な環境を提供している。 

 特徴の 3)については、作品群から出力される音響に音の表現が含まれているか否かの判断が

必要である。本研究では実験を通して出力音における音のリズムの存在を検討し、判断の材料

とした。 

 これまでの音のリズム知覚研究について調査した結果、音のリズムは物理的な音の配置その

ものではなく、人間が耳で聴いた音列を解釈する心的なメカニズムによるものであることが判

明した。音列を固まりごとに認識する音の「群化」現象、そして群化された音の複数の固まり

をさらに大きな枠組みで捉えて認識する音の「体制化」現象を経て、初めて音列は音のリズム

と認識される。本研究の作品群における反復再生する音列を聴き、人間が音のリズムと感じる

のはこれらの「群化」と「体制化」が人間の心的処理として容易に発生しやすいためである。

この音列が「音楽的か否か」の判断は本研究の範疇ではなく、音の表現へとつながる音のリズ

ムが本研究の体験型サウンド・インスタレーション作品群からの出力音に存在していることを

確認するに留まっている（第 7 章参照）。しかし、少なくとも体験者が自らの身体動作によって

音のリズムを創造するシステムが機能していることの確認を行なった。 

 体験者の身体動作から発生する接触音を録音し、反復再生するという単純な構造を採用する

本研究の作品群では、音列の群化と体制化を通してリズムを知覚する人間の能力に大部分を負

っている。コンピュータ・テクノロジーが表現に関わるすべての部分をサポートしてコントロ

ールするのではなく、人間が担う部分を確保し、人間の感覚と判断が中心的な役割を果たして

いる。これは音の表現の価値観を拡大することを試みると同時に、人間主体のコンピュータ・

テクノロジーとの関わり方の一例をも示している。 

 本論文の構成は以下の通りである。 

 第 1 章「序論」では、「美的か否か」の判断に基づいて構成されてきた従来の音楽とは異なる

音の表現の可能性について述べている。新しい音の表現の要素として、「音の表現の送り手と受

け手の境界線の解消」「身体動作の接触音によるリズム表現」「正確な拍を意識しない音のリズ

ム表現」に着目し、それらを実現する手法として身体動作を用いた体験型サウンド・インスタ

レーション作品群の有する可能性を示している。 

第 2 章「研究の背景」では、音楽の発展の中で形づくられた音の送り手と受け手の境界線に

ついて、民族音楽、実験音楽の状況と比較しながら述べる。また、電子楽器開発、サウンド・

インスタレーション、インタラクティブ・アート等の関連する分野の先行事例と作品群につい

て触れた上で、本研究が目指す方向性を示す。 

第 3 章「音のインターフェイスを有するメディア・アート」では、本研究の中心的な成果で

ある「リズムに着目したサウンド・インスタレーション」の制作に至る過程で、筆者が制作に

関わったメディア・アート作品「ウォーター・キャンバス・ウィズ・イアーズ Water Canvas with 
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Ears」、「リキッド・スカルプチャ Liquid Sculpture」について述べる。特に、この２つの作品

において実装した、音を使ったインターフェイスと得られた知見について述べる。 

 第 4 章「サイクル・オブ・タッチ」では、体験者が素材の異なるオブジェに手で触れる音を

使い、多層構造の音のリズム表現を生み出すシステムの制作と実装について述べる。また、実

際に展示を行なった際に体験者の行動を観察した結果、判明した問題点、必要な改良点につい

て検証する。 

 第 5 章「ホップ・ステップ・ジャンク」では、台の上で体験者が足踏みをする身体動作によ

り、音のリズム表現を生み出すシステムの制作と実装について述べる。さらに、実際の展示に

おいて観察した体験者の行動を基に、判明した問題点と今後必要な改良点について検証する。 

 第 6 章「サウンド・ローズ」では、再び指先を用いて「叩く」身体動作が音の表現を創造す

る作品と実装されたシステムについて述べる。複数のコンタクト・マイクを用いた位置検知シ

ステムと映像のコントロールとの組み合わせにより、発展した作品により可能になった表現と

インタラクションについて検証する。 

 第 7 章「音のリズムの存在」では、「ホップ・ステップ・ジャンク」を基にした実験システム

において複数名の被験者による実験を行い、入力音と出力音を記録した。記録したデータを解

析し、本研究の作品群からの出力音におけるリズムの存在について検証する。 

第 8 章「考察」では、音のリズム表現システムとしての本研究におけるサウンド・インスタ

レーション作品群を、従来の音楽における表現方法と対比し、総括する。 

第 9 章「結論」では、本研究のサウンド・インスタレーション作品群の果たした役割、段階

を追って実装した機能について述べる。そして、楽音以外の音、具体音を用いた音楽制作ツー

ルとサウンド•インスタレーションとの相互作用による音の表現の今後の発展性について述べ

る。 

 


